
2023年度 中学入試について
（各教科から）



国 語



大問の構成

① 知識問題
② 説明文
③ 小説



① 総合的な知識問題

＜特によく出題されてきたもの＞

漢字の読み・書き、部首
慣用句・ことわざ

対義語、四字熟語
共通の漢字を入れる問題
※その他の知識問題も幅広く出題されます。



例題（昨年度 第４回入試より）

問１ それぞれの□には同じ漢字が入ります。その
漢字を答えなさい。

自□ □業 □利 運□

解答 営



例題（昨年度 第４回入試より）
問２ 漢字の部首名としてまちがっているものを、次か
ら選びなさい。

ア 前（りっとう） イ 厚（がんだれ）
ウ 院（おおざと） エ 次（あくび）

解答 ウ

）



② 説明文

〇昨年度と同じくらいの文章量

〇設問数は７～８問程度
（記述問題２問程度を含む）



② 説明文

Ａ.選択問題

〇接続語

〇語彙力

〇脱文挿入

〇内容合致



② 説明文

Ｂ.記述問題

〇指示語

〇書き抜き

〇説明



例題 （文章読解：昨年度第２回入試より）

問３ ーー線➀「そのような仕組み」とあります
が、どういうことですか。本文中の言葉を
使って、25字以内で答えなさい。

解答上の注意

・８割以上書く。・文末「～こと。」



・記述解答の注意点

〇文末表現 「～こと。」「～から。」

〇字数制限 「□□字以内で」

〇日本語としておかしくないか。



③ 小説
文量は昨年度と同じか、やや多め。

・説明文と異なるところ

〇行動や心情の理由

〇心情の説明

〇人物像



入試に向けて

〇基礎的な国語知識を身につける

〇読解力の向上（速読含む）

〇過去問演習
記述の解答を見てもらう。時間配分。



算 数



問題数は大問６題，小問では２５題前後。

計算・単位・数の性質・割合・特珠算・
規則性・場合の数・平面図形・立体図形
などの基礎的な問題から標準的な内容ま
でを幅広く出題。



〇計算間違いをしないように丁寧に解く
習慣をつけましょう。

〇問題文をしっかりと読む習慣をつけ，
読解力を身に付けましょう。

〇出来そうな問題から取り組んていくよ
うにしましょう。



入試の際の注意事項

※字・数字はていねいに書きましょう。
特に ０や６，１や７，５や８ などは，どちらか判別
できないものが多いです。気をつけましょう。

※問題に適した解答をしましょう。
問題文に指示がないかぎり，小数が限りなく続くものは
勝手に四捨五入せず，分数で表せないか考えましょう。

※解答用紙に余計なことを書かないように。

※問題用紙に計算や考えをしっかり書きましょう。



問題

を計算しなさい。

123.4 × 1.5 + 123.4 × 1.8 − 123.4 × 3.1



123.4 × 1.5 + 123.4 × 1.8 − 123.4 × 3.1

= 123.4 × (1.5 + 1.8 − 3.1)

= 123.4 × 0.2

= 24.68



問題

となるように，□にあてはまる数を求め
なさい。

105 ÷ □ × 2 − 11 × 4 = 60



105 ÷ □ × 2 − 11 × 4 = 60

105 ÷ □ × 2 − 11 = 15

□ × 2 − 11 = 7

□ × 2 = 18

□ = 9



問題

ある畑全体に種をまくのに，Aさん１人
では６時間かかります。
また，Bさん１人では１０時間かかりま
す。AさんとBさんが同時に種をまき始
めると，この畑全体に種をまき終わるま
でに何時間何分かかりますか。



畑全体に種をまく仕事量を１とすると，

Aさんは１時間に
１
６
。Bさんは１時間に

１
１０

の仕事ができる。よって２人同時にすると，

１時間に
１
６

+
１
１０

=
４
１５

の仕事ができる

ので，終えるのに１÷
４
１５

=３
３
４

つまり，３時間４５分かかる。



問題

赤色，青色，白色，黒色，黄色のカード
が１枚ずつあります。この５枚のカード
から３枚選ぶとき，異なる組合せは全部
で何通りありますか。



重複しないようにかぞえていくと
（赤，青，白） （赤，白，黒） （赤，黒，黄）
（赤，青，黒） （赤，白，黄）
（赤，青，黄）

（青，白，黒） （青，黒，黄）
（青，白，黄）

（白，黒，黄）

全部で１０通り



問題
下の図のように，１つの角の大きさが30°，もっ
とも短い辺ACの長さが9㎝の直角三角形ABCを図Bを
中心に20°回転させました。このとき2つの辺AC，
BCが通った部分が斜線部分です。斜線部分の面積
を求めなさい。ただし円周率は3.14とします。

9 cm

A

B C

D

20,



〇基本的な計算力が身についているか。

〇グラフや問題文を読み取ることができ
るか。

〇考える力があるか。



理 科



１．試験問題は社会と理科で１冊
試験時間は社会と理科で６０分

２．理科の各分野から大問４題を出題
解答は約２５問で５０点満点

３．基礎問題を中心に出題
時事問題が出題されることも



昨年度の問題 第１回 より抜粋3



昨年度の問題 第３回 より抜粋4

2030年

水素

時事問題も押さえておこう



①問題文をよく読んで答えること

最後に・・・

③簡単な計算に慣れておくこと

②わかる問題から解くこと



社 会



今回の入試問題の構成
１．社会の各分野からそれぞれ大問１題ずつ出

題（大問３題），小問は２５題前後

２．歴史分野：約２０点分

地理・公民分野：約３０点分

３．基本的な事柄で問題を構成

時事問題や時事問題に関連した知識が問わ

れることが多い



地理
•日本地理の基礎的な問題

・時事問題（自然現象，社会問題など）

・都市の月平均気温や年降水量

・農作物と産地，地理的特徴

・エネルギー・資源問題・ごみ問題

・農作物と地形・気候との関係について簡単

に説明するような問題も



歴史
•日本の歴史に関する基礎的な問題

・時事問題と関連した知識

・「○○から何年」など，歴史の節目に注目

・人名は漢字でフルネームで書けるように

・近現代史について比較的多く出題

・歴史を年表で整理できるように

※問われる知識はあくまでも基礎・基本です



公民
•時事的な事柄に関連する問題

・日本や世界で起きている出来事

・新たに改正・施行された法律

・憲法の主要な条文は確認を

・用語や語句は漢字で書ける準備も

※新聞やニュースなどを見て，今年どんなこと
が起こったか振り返っておきましょう



2023年度 入試全般について



インターネット出願インターネット出願について



Step１ E-mail送信(ユーザ登録用ＵＲＬ送信)

Step２ E-mail送信完了

Step３パスワード登録

Step４パスワード登録完了

Step５写真のアップロード

マイページの作成！









Step１入試区分選択

Step２出願情報入力

Step３試験選択

Step４お支払い方法の入力

Step５出願情報の確認

Step６送信完了

Step７受験票印刷

１月１０日（火）午前９時以降に















Ａ４で印刷
を！



２科･４科同時判定



２科･４科同時判定とは

２/１（ＡＭ）・３（ＡＭ）の４科入試に
おける合否判定の際に･･･

４科(300点)＝国語(100)＋算数(100)＋理社(100)

２科(300点)＝{国語(100)＋算数(100) }×1.5

２科と４科で高い点数を本人の得点とする



複数回受験出願の優遇措置



順位 判定 ４科 国語 算数 社会 理科 型

96 189 189 63 60 28 38

96 189 140 46 80 8 6 ◎

100 188 188 62 50 40 36 ◎

100 188 185 55 70 22 38 ◎

100 188 169 55 70 24 20

103 187 187 58 55 40 34

103 187 187 69 40 38 40 ◎

105 186 186 51 60 36 39 ◎

105 186 186 41 65 42 38

105 186 184 64 60 24 36 ◎

105 186 184 64 60 32 28 ◎

109 185 185 58 45 42 40 ◎

109 185 185 48 75 36 26

優遇合格

優遇合格

優遇合格

優遇合格

正規
合格



追加合格について



第３回かつ第４回入試を受験された受験生対象

現中１生 実績１１人
（現中２ 実績２０人 現中３ 実績４人）

例年，最終手続き日の翌日に電話にて連絡

※追加合格をお受けいただいた場合，
その後の辞退は出来ません！




